
予算特集 
平成22年度  町の予算総額 

一般会計　57億1,787万円（対前年度比0.4％減） 
特別会計……………39億1,092万円（対前年度比1.2％増） 
公営企業会計………  9億   436万円（　　〃　　1.6％増） 

　町民の皆様から納めていただく税金や使用料、国・県からの補助金や交付金など、また借入金（町債）な

どの収入を、どんな目的に使うかを決めることを「財政」といいます。それを数値で示したものが「予算」

です。先の６月議会に補正予算として政策的な経費等骨格予算で計上されなかった経費を含め5億7,800

万円を追加し、一般会計の総額は57億1,787万円、特別会計総額は39億1,092万円、公営企業会計総額は

9億436万円となりました。今年度も健全な財政運営に努めながら町民の皆さんの声を反映した、堅実・実

行型予算として編成しています。 

　それでは、まず町の最も大きなお金が出入りする会計である一般会計における歳入と歳出の構成比か

ら見てみましょう！ 

一般会計における歳入と歳出の構成比 
57億1,787万円 57億1,787万円 

※表示してある数値は四捨五入しています。（　）内は構成比 

歳　入 歳出（性質別） 

町税 900,466 15.7
地方譲与税 77,000 1.3
利子割交付金 1,800 0.1
配当割交付金 500 0.1
株式等譲渡所得割交付金 200 0.0
地方消費税交付金 93,000 1.6
ゴルフ場利用税交付金 9,000 0.2
自動車取得税交付金 24,000 0.4
地方特例交付金 8,500 0.1
地方交付税 2,810,000 49.1
交通安全対策特別交付金 2,400 0.1
分担金及び負担金 55,677 1.0
使用料及び手数料 45,793 0.8
国庫支出金 460,245 8.0
県支出金 367,279 6.4
財産収入 12,370 0.2
寄附金 602 0.0
繰入金 2 0.0
繰越金 3,081 0.1
諸収入 22,307 0.4
町債 823,650 14.4

歳入合計 5,717,872 100.0

項　　　　目 予算額（千円） 構成比（％） 

人件費 1,103,415 19.3

物件費 680,166 11.9

維持補修費 9,562 0.2

扶助費 657,290 11.5

補助費等 1,115,693 19.5

普通建設事業費 602,375 10.5

災害復旧費 6,103 0.1

公債費 787,014 13.8

積立金 210,123 3.7

投資及び出資金 35,161 0.6

繰出金 500,970 8.7

予備費 10,000 0.2

歳出合計 5,717,872 100.0
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自主財源は18.2％ 

町の歳入（入ってくるお金）はどんな状況？ 

次に自主財源と依存財源の割合と内訳を見てみましょう。 

　自治体の財政は、家計と同じで入ってくる収入の中でやりくりをしていかなければなりません。住民

の皆さんに一番身近で、一番お金の出入りが大きい一般会計の財布を例に、平成22年度の歳入（入ってく

るお金）がどのようになっているのか見てみたいと思います。 

歳入には、自主財源と依存財源があります。 

　上のグラフを見て分かるように、わが町の歳入は依存財源が歳入全

体の81.8％を占めていることになります。ちなみに平成22年度一般会計

予算を町民のみなさんの一人当たりに換算すると次のようになります。 

平成22年度一般会計予算を町民一人当たりに換算すると？ 
町民１人当たりの予算は…………489,125円 
１世帯当たりの予算は…………1,450,132円 
使われることになります。 

人口数●11,690人　世帯数●3,943世帯（平成22年５月31日現在） 

　依存財源とは、国や県の意思決定に基づ

き収入されるものを言います。道路や施設

を作るときに国からもらう国庫支出金や県

支出金、同じように道路や施設を作るとき

に借りる町債、国や県から一定の基準でも

らう地方交付税交付金や譲与税がこれにあ

たります。依存財源は、町の都合で増減した

りすることができないお金です。また、使い

道が決められているお金も入っています。 

　自主財源とは、地方公共団体が自主的に

収入しうる財源を言います。具体的には、地

方税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、

財産収入、寄付金、繰入金、繰越金、諸収入が

これに該当します。わかりやすく説明する

と皆さんに納めていただく町税や、施設を

利用するときに納めていただく使用料、住

民票や印鑑証明を取るときにいただく手数

料など、和水町が自主的に収入することが

できるお金のことです。 

自主財源 依存財源 

地方交付税…………………49.1％ 
町債…………………………14.4％ 
国庫支出金…………………8.0％ 
県支出金……………………6.4％ 
地方消費税交付金…………1.6％ 
地方譲与税…………………1.3％ 
自動車取得税交付金………0.4％ 
ゴルフ場利用税交付金……0.2％ 
地方特例交付金……………0.1％ 
交通安全対策特別交付金…0.1％ 
利子割交付金………………0.1％ 
配当割交付金………………0.1％ 
株式等譲渡所得割交付金…0.0％ 
合計………………………81.8％ 

町税…………………15.7％ 

分担金及び負担金…1.0％ 

使用料及び手数料…0.8％ 

諸収入………………0.4％ 

財産収入……………0.2％ 

繰越金………………0.1％ 

寄附金………………0.0％ 

繰入金………………0.0％ 

合計…………………18.2％ 

自主財源 
18.2％ 

歳　入 

依存財源 
81.8％ 

平成22年度 

予算特集 

平成22年７月 平成22年７月 3




